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（A1 G1, A 1 G 6）

（ A 1）

伸縮装置取替工

支承取替工 ( A 1 G 2 )

（ A1 G1 , A 1 G 6）

支承防錆工( A1 G 1 , A 1 G 3～ A 1 G 6）

沓座モルタル打ち換え工 ( A 1 G 1 , A 1 G 3～ A 1 G 6 )

支承取替工 ( A 1 G 2 )

（ A1 G1 , A 1 G 6）

伸縮装置取替工 （ A 1）

支承防錆工( A1 G 1 , A 1 G 3～ A 1 G6）

沓座モルタル打ち換え工 ( A 1 G 1 , A 1 G 3～ A 1 G 6 )
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5 鋼桁・維持塗装工(端部：Rc -Ⅰ塗装系)

鋼桁・維持塗装工(端部：Rc-Ⅰ塗装系)
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支承アンカーボルト設置工支承アンカーボルト設置工

支承アンカーボルト設置工
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橋 梁 名 焙烙橋

路 線 名

形 式

橋 長

桁 長

支 間 長

幅 員

平 面 線 形 道路線形：R=∞（直線）

斜 角

縦 断 勾 配

活 荷 重

雪 荷 重

添架物荷重

横 断 勾 配

設 計 荷 重

防護柵荷重

衝 撃 係 数 i=20/(50+L)

アスファルト舗装橋 面 舗 装

交 差 物 件

河 川 流 量 不明

竣工年月日

使 用 材 料

1.0kN/m2（想定）

1.0kN/m（添架なし）（想定）

上部工

下部工

重力式橋台

不明

上 部 工

下 部 工

基 礎 工

コンクリート

鋼 材

鉄 筋

コンクリート

鉄 筋 不明

不明

σck=21（210) N/mm2（kg/cm2)（想定)

適用示方書

設 計 条 件

Ⅰ等橋 TL-20（想定）

昭和50年

SM50Y（想定）

L=15.000m

L=14.940m

L=14.370m

W=0.500＋4.395＋6.495＋0.50=11.890m

θ=40°55′05″

I=7.80%

i=1.37～2.31％

0.6kN/m/2列（想定）

σck=21（210) N/mm2（kg/cm2)（想定)

沢（管理者不明）

（竣工年次から推定）

道路橋示方書・同解説（昭和47年）

一般国道１４２号 新和田トンネル有料道路

鋼単純Ｈ桁橋（非合成と想定）

工 種

補修工種一覧

① 支承取替工(A1G2)

②

③

④

⑤

⑥

支承防錆工(A1G1,A1G3～A1G6）

沓座モルタル打ち換え工(A1G1,A1G3～A1G6)

伸縮装置取替工（A1）

鋼桁・維持塗装工(端部：Rc-Ⅰ塗装系)

支承アンカーボルト設置工（A1G1,A1G6）

No.11

橋梁一般図側 面 図 S=A1-1:100・A3-1:200

上部工断面図 S=A1-1:50・A3-1:100

平 面 図 S=A1-1:100・A3-1:200

1030

(A-A)
断 面 図 S=A1-1:100・A3-1:200

課
長

縮
尺

番
号

長 野 県 道 路 公 社

諏 訪 郡 下 諏 訪 町 焙 烙 橋

設 計 会 社

1

測 量 会 社

調 査 会 社

図 示

管 理 技 術 者

照 査 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

照
査

長 野 県

設
計

道 路 公 社

所
長

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事令 和 元 年 度

9 橋 梁一般図

実施図

令和元年度新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事
諏訪郡下諏訪町焙烙橋
橋梁修繕工 A1橋台支承修繕工

支承取替 1基
支承アンカーボルト設置 2基
沓座モルタル打替 5基
支承防錆(金属溶射) 5基
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6.325

橋軸直角方向 橋 軸 方 向
( ) SM490A

4
SS4003

25 SS400六角ボルト 中 M16×50 強度区分4.85

（平座金付）

6 SM490A

( ) SCW480N1
6.325

（平座金付き）

モルタル台座

A部詳細 S=1:1

配置図 アンカーボルト削孔

A1

M

G1

G2

G3

G4

G5

A2

F

G6

6.3

1 5 3

6
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2

8

不めっき部

M24

2-18キリ 3-30キリ不めっき部

径
間

側
桁
端

側

±
4

C1
2

2x2-M16ネジ深28

25

25

6.3

A

不めっき部

25

エポキシ樹脂充填

無収縮モルタル

R
6
00

R1
0

R9
5

C6
全
周

C3

6

6

R10

R

モルタル台座1箇所当り材料

無収縮モルタル (0.76×0.39×0.042-0.66×0.29×0.01＝0.011 m 3

削孔 0.227×3＝0.68 m

エポキシ樹脂充填 (π/4×0.035×0.035-π/4×0.025×0.025)×0.227×3×1000×1.15＝0.37 kg

コンクリートはつり 0.76×0.39×0.03＝0.01 m3

設 計 条 件

材 料 表

全 反 力

死 荷 重 反 力

橋 軸 方 向 水 平 力

上 揚 力

橋 軸 直 角 方 向 水 平 力

設 計 水 平 震 度

kN

kN

kN

kN

kN

部番 備 考

設 計 摩 擦 係 数

橋 軸 方 向 水 平 力 kN

計 算 移 動 量 mm

移 動 可 能 量 mm

0.20

水 平 震 度

H1e

H2e

（地震時）

（地震時）

（地震時）

R

V

R

Rd

R

アンカーボルト・ナット・座金

部 品 名 称 材 質

上 沓

下 沓

4

3

2

1

個数 重量 (kg)

2.1

3.93

2

28.9

19.41

1

ピ ン チ プ レ ー ト

摩 擦 係 数

0.25

K

f

h

5

6 ベ ー ス プ レ ー ト 32.71

4 0.5－六 角 ボ ル ト・座 金

注１）部番の○印部品をめっきのこと。

注２）現場実測後、寸法決定のこと。

溶融亜鉛めっき

一 般 外 面 の 防 食 処 理

H1f（移動時） R

注３）不めっき部は開先防錆剤を塗布のこと。現場溶接後、高濃度亜鉛末塗装のこと。

橋 軸 方 向：可 動

支 承 条 件

橋 軸 直 角 方 向：固 定

17

移 動 量

e1

40e

35

18

35

172

377

95

87.5

SM490A

SCW480N

SM490A

SS400

SS400

反 力

JIS B 1180
JIS B 1256

JIS B 1181
1種 中 M24

全 重 量 (kg)

付着量550g/ｍ 以上，350g/ｍ 以上（ボルト類）2 2

25

25

支承構造図
A 1 G 2線支承

S = A 1 - 1 : 5・ A 3 - 1 : 1 0

課
長

縮
尺

番
号

長 野 県 道 路 公 社

諏 訪 郡 下 諏 訪 町 焙 烙 橋

設 計 会 社

2

測 量 会 社

調 査 会 社

図 示

管 理 技 術 者

照 査 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

照
査

長 野 県

設
計

道 路 公 社

所
長

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事令 和 元 年 度

9 支 承構造図

実施図



3605

30 30

橋長 15000

桁長 14940

250320 支間長 14370

3605 3540 3620

12
00

12
00

280

130

130

130130

5
96

5
65

5
65

5
65

10

130

1200 1200

130

7@
1
09

=7
63

4
2

4
2

84
7

40

7@
1
09

=7
63

4
2

4
2

84
7

2 - L 130×90×12×565(130×130×12より加工)

2 - L 130×130×12×847

C2
50
×
90
×
9

A1 A2

H912×302×18×34

H5
96
×
19
9×

10
×
15

H5
96
×
19
9×

10
×
15

C2
50
×
90
×
9

H5
96
×
19
9×

10
×
15

G1

G6

G5

4G

G3

2G

至 上田

至 下諏訪
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流水方向

流水方向

No.11

ジャッキ

ジャッキ

ジャッキ

L130×130×12×565

ジャッキ

L130×130×12×565

ジャッキ

L130×130×12×565

L130×130×12×565

L130×130×12×565

サンドル サンドル サンドル

L 130×130×12×847

L130×130×12×847

L130×130×12×847

補鋼材計画図

横桁補剛材取付図 S=A1-1:20・A3-1:40

主桁補剛材取付図 S=A1-1:20・A3-1:40

平 面 図 S=A1-1:100・A3-1:200

45
45

5
@
95

=4
7
5

5
@
95

=4
7
5

5
@
95

=4
7
5

45
45 45

45

ワンサイドボルト MUTF24-25 ワンサイドボルト
MUTF24-25

ワンサイドボルト MUTF24-25

ワンサイドボルト
MUTF24-25

MUTF24-25
ワンサイドボルト

12 - ワンサイドボルト MUTF24-25 (F8T M22相当)

ワンサイドボルト
MUTF20-45

ワンサイドボルト
MUTF20-45

ワンサイドボルト
MUTF20-45

8 - ワンサイドボルト MUTF20-45 (F8T M20相当)

な お 、穴 あ け 時 に は バリ が 出 な い よ うに 注 意 す る こ と。

ま た 、 施 工 に 関し て は 施 工 要 領書 に 従 う こ と 。

注 ）

・ワンサイドボルト用下穴径は部材手前側（N U T側 )は 2 4 . 0 m m以下、

部 材 裏 側 （ バ ル ブ 側 ） は 2 1 . 1 ～ 2 1 . 8 m m 以 下 と す る 。

課
長

縮
尺

番
号

長 野 県 道 路 公 社

諏 訪 郡 下 諏 訪 町 焙 烙 橋

設 計 会 社

3

測 量 会 社

調 査 会 社

図 示

管 理 技 術 者

照 査 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

照
査

長 野 県

設
計

道 路 公 社

所
長

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事令 和 元 年 度

9 補鋼材計画図

実施図
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※アンカーボルトは、支承縁端距離S=280mm以上確保すること。

支承アンカーボルト設置工 1/3

支承詳細図(1)

S=A1-1:30・A3-1:60平 面 図

（A1橋台上）

位 置 図
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課
長

縮
尺

番
号

長 野 県 道 路 公 社

諏 訪 郡 下 諏 訪 町 焙 烙 橋

設 計 会 社

4

測 量 会 社

調 査 会 社

図 示

管 理 技 術 者

照 査 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

照
査

長 野 県

設
計

道 路 公 社

所
長

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事令 和 元 年 度

9 支承詳細図 ( 1 )

実施図

連 結 板 ①

連 結 板 ②

連 結板 ③

連 結板 ④
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モ ルタ ル 台 座

連 結 板

Ｈ
1

連 結 板

フ ィ ラ ― プ レ ー ト

1

至 上 田

至 下 諏 訪

1

7 . 8 0 ％

A 1

Ｈ 9 1 2 × 3 0 2 × 1 8 × 3 4

注 ）

G 1 - R

G 1 - L

G 6 - L

G 6 - R

H 1 Ｈ 2

6 5 5 0

6 5 5 0

5 06 5

8 5 7 0

※アンカーボルトは、支承縁端距離S=280mm以上確保すること。

鉄 筋 探 査 に よる 位 置 確 認

アン カ -ボ ルト 削孔 、設 置

モ ルタ ル 台 座 設 置

S T A R T

側 面 図 S = A 1 - 1 : 1 0 ・ A 3 - 1 : 2 0 正 面 図
1―1

S = A 1 - 1 : 1 0 ・ A 3 - 1 : 2 0 施工手順

支承アンカーボルト設置工 2/3

支承詳細図(2)
( A 1橋台上)

1 . 特 記 な き 材 質 は 全 て S S 4 0 0 と す る 。

部 材 裏 側 （ バ ル ブ 側 ） は 2 5 . 0 ～ 2 6 . 4 m m 以 下 と す る 。

な お 、 穴 あ け 時 には バ リ が 出 な いよ う に 注 意 す るこ と 。

184208 208

主 桁ワ ン サ イ ド ボ ルト 削 孔

ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ設置、ワンサイドボルト締付け

E N D

3 . 鋼材 は全 て溶 融亜 鉛メ ッキ 処理 を施 すも のと する 。

但し .アン カ -ボ ルト は機 械 加工 のみ メッ キ仕 上げ とす る 。

① ア ンカ ― ボ ル ト の 位置 は 既 設 鉄 筋 と干 渉 し な い よ うに 決 定 す る 。

4 . 部材 取付 位置 は、 現地 調査 の上 、最 終決 定の こと 。

②ア ン カ -ボ ル トの 位 置 を変 更 する 場 合 は、 主 桁側 に 移動 す る

こ と を 原 則 とす る 。

ま た 、 施 工 に 関 して は 施 工 要 領 書に 従 う こ と 。

2 . ワ ン サ イ ド ボ ル ト 用 下 穴 径 は 部 材 手 前 側 （ N U T 側 ) は 2 7 . 0 m m 以 下 、

課
長

縮
尺

番
号

長 野 県 道 路 公 社

諏 訪 郡 下 諏 訪 町 焙 烙 橋

設 計 会 社

5

測 量 会 社

調 査 会 社

図 示

管 理 技 術 者

照 査 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

照
査

長 野 県

設
計

道 路 公 社

所
長

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事令 和 元 年 度

9 支承 詳細図 ( 2 )

実施図



注 ）

1 . 特 記 な き 材 質 は 全 て S S 4 0 0 と す る 。

※アンカーボルトは、支承縁端距離S=280mm以上確保すること。

L BH 1 H 2

G 1 - R

G 1 - L 1 2 4 1 0 0

1 2 4 1 0 0

G 6 - L

G 6 - R

1 2 0

1 0 0

1 4 4

1 2 4

5 7 0

5 7 0

5 9 0

5 7 0

Ｍ22

Ｌ
Ｂ

36
0

3
50

40
52

1
8

22

H
1

10

H
2

9
9

18

16

92
1
5

補強板 ｔ = 9

ナット Ｍ 2 2

座 金

ス ペ ー サ ー

無 収 縮 モル タ ル

囲 筋 D 1 3 × 2 0 0

チ ッ ピ ン グ

異 形 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ｱ ﾝ ｶ －

ｱ ﾝ ｶ － ﾎ ﾞ ﾙ ﾄ D 3 5 ( S D 3 4 5 )

連結 板 t = 2 2

D35

φ45

ｴ ﾎ ﾟ ｷ ｼ 樹 脂 流 し 込 み

4 - ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ A N C D 1 6

4 － D B D 1 3 × 2 0 0 ( S D 3 4 5 )

250

125 125

5050 150

25
0

1
2
5

12
5

5
0

15
0

50

6

6
34

3
6

3
4

3
6

7
6

55

1 - P L 3 2 5 × 2 2 × 4 8 0 ( S M 4 0 0 A )

2 - P L 1 6 0 × 9 × 1 3 0 ( S M 4 0 0 A )

390

190

380

32
5

100

480

90

480

32
5

18
5

1
3
0

1
0

4
4

42
4
4

160 10120

200

7

G 1 - R

G 1 - L

L 1 L 2

4 5 0 5 7 0

G 6 - L

G 6 - R

5 7 0

5 7 0

5 9 04 7 0

4 5 0

4 5 0

1 - D B D 3 5 × Ｌ 2 （ S D 3 4 5 )

Ｌ2

50 70 Ｌ1

Ｍ
2
2

D3
5

3 2φ機械加工

ﾒ ｯ ｷ 仕 上 げ

1 - ﾅ ｯ ﾄ M 2 2
1 - ﾜ ｯ ｼ ｬ - 6 0 φ × 9 1 - ｽ ﾍ ﾟ ｰ ｻ ｰ 6 0 φ × 9

32 18

3
7

24φ 9 35φ 9

60φ 60φ

アンカーボルト詳細

ﾅ ｯ ﾄ Ｍ 2 2 座 金 ｽ ﾍ ﾟ ｰ ｻ ｰ

アンカー部詳細 連結板詳細

フ ィ ラ ―プ レ ー ト連 結板

支承詳細図(3) S = A 1 - 1 : 5・ A 3 - 1 : 1 0

囲 筋

(A 1橋台上)

支承アンカーボルト設置工 3/3
4
2

2
0
8

42 4298 985050

380

4
2

4
2

84

42 4298 98100

2 - F I L L P L 8 4 × 3 6 × 3 8 0 ( S S 4 0 0 )

40

22 99

84
2
41

4 - ワン サイ ドボ ル ト M U T F 2 4 - 1 0 0 （ F 8 T M 2 2 相当 )

部 材 裏 側 （ バ ル ブ 側 ） は 2 5 . 0 ～ 2 6 . 4 m m 以 下 と す る 。

な お 、穴 あ け 時 に は バリ が 出 な い よ うに 注 意 す る こ と。

3 .鋼 材は 全 て溶 融亜 鉛メ ッキ 処理 を施 すも のと する 。

但 し .ア ン カ -ボ ルト は機 械加 工の みメ ッキ 仕 上げ とす る。

①ア ン カ ― ボ ル トの 位 置 は 既 設 鉄筋 と 干 渉 し な いよ う に 決 定 す る。

4 . 部 材取 付位 置は 、現 地調 査の 上、 最終 決定 のこ と。

② アン カ -ボル ト の 位置 を 変更 す る 場合 は 、主 桁 側に 移 動 する

こ と を 原 則と す る 。

ま た 、 施 工 に 関 して は 施 工 要 領 書に 従 う こ と 。

2 . ワ ン サ イ ド ボ ル ト 用 下 穴 径 は 部 材 手 前 側 （ N U T 側 ) は 2 7 . 0 m m 以 下 、

課
長

縮
尺

番
号

長 野 県 道 路 公 社

諏 訪 郡 下 諏 訪 町 焙 烙 橋

設 計 会 社

6

測 量 会 社

調 査 会 社

図 示

管 理 技 術 者

照 査 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

照
査

長 野 県

設
計

道 路 公 社

所
長

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事令 和 元 年 度

9 支承 詳細図 ( 3 )

実施図



径 長 さ符 号 単位質量 1本当り質量 質 量 摘 要本 数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10(SD295A)

0.56

0.56

0.56

0.56

0.56

0.56

0.56

0.56

0.56

0.56

0.56

260

1

1

1

3

1

1

1

2

610

510

460

410

300

410

310

210

110

60

3

1

0.34

0.29

0.26

0.23

0.17

0.23

0.17

0.15

0.12

0.06

0.03

1.0

0.3

0.3

0.7

0.1

0.2

0.2

0.1

0.2

0.2

kg

16 1.0

4.3

鉄 筋 質 量 表 (1箇所当り)

6
10

30
0

410 310 260

210 110

5
1
0 46
0 4
1
0

60

1
00

6
0
30

10

500

180160 160

13030 130 30

25
3
0

2
40

18
5

70
0

46
0

500

280 220

21530 35 190 30

30

15
0

12
0

70
0

40
0

12
0

1
5
0

3
0

30 130

160 180

130 30

160

500

10
0

6
0
3
0

10

500

180160 160

2
4
0

7
00

46
0

500

280 220

1
50

70
0

40
0

15
0

160

340

180 160

50

1
00

40
1
0

500

8@50=40050 50

500

8@50=40050 50

5
0

7
00

12
@5

0=
6
00

5
0

30
0

50
12

@
50

=6
00

7
00

5
0

50 50

500

8@50=400

無収縮モルタルコンクリートはつり
t=1cm

控除面積
A=

コンクリートアンカー

コンクリートアンカー
M12×125 1箇所/6本

m20.065

素地調整工

ハイポン導電プライマー(粗面形成材) 110

ハイポンＡＺシーラー(封孔処理剤) 430

g/m2

常温金属溶射 亜鉛630 g/m2 g/m2

g/m2

アルミ250

R D101R D10 R D1024

D10R6D10R10D10R3

R 1 D10

D10

R D10

R D10

R D10

4

3

2

R10

R D105

D10R 11

D10 D107 8RR
R9 D10

D10R D10R1010 D10R6

R
1
3
-D

1
0×

6
1
0

R 5
1-
D1
0×

30
0

R R6 R7 81-D10×310 1-D10×260

R 9 R101-D10×210

R
2
1
-D

1
0×

5
1
0

R
4
1-

D
10

×
4
10

3-D10×410

16-D10×110 R11 2-D10×60

R
3
1
-D

10
×

4
60

封孔処理仕上

平面図 配筋平面図

断面図 鉄筋加工図

S=A1-1:10・A3-1:20 S=A1-1:10・A3-1:20

配筋断面図

平面図

側面図

支承防錆工施工フロー支承防錆工

無収縮モルタル

型枠

コンクリートはつり(t=1cm)

((0.50×0.70)-1/2(0.24×0.28)-0.065)×0.10＝0.03

((0.50×0.70)-1/2(0.24×0.28)-0.065)×0.01＝0.003

m 3

m3

(0.46+0.50+0.70+0.22)×0.09＝0.17 m2

ブラスト処理ISO Sa 1/2

導電性金属含有の「粗面形成材」使用

Zn/Al擬合金溶射(溶射膜厚100μm以上

［ﾌﾞﾗｽﾄ処理施工前に潤滑性防錆油注入］

溶射機器搬入

溶射機器片付け・清掃

溶射機器セッティング

潤滑性防錆剤注入

封 孔 処 理

常温金属溶射(パズル工法)

粗 面 化 処 理

素 地 調 整

支承廻りの土砂等の除去･清掃

素地状況の確認

潤滑性防錆油の余剰油脂の除去

ISO 8501-1 Sa2 1/2以上

溶射皮膜厚の確認(130μｍ以上)

吹付け・乾燥状況の確認

研削材の清掃･片付け

下地状況(錆･汚れ)の目視確認

仕上り・乾燥状況の確認

（支承可動部への潤滑性防錆油注入）

（ブラスト・養生）

（ハイポン導電プライマー塗布）

（亜鉛／アルミニウム擬合金溶射）

（ハイポンAZシーラー塗布）

（作業場所への機器の設置）

コンクリートアンカー(M12×125) 6本

沓座モルタル打ち換え工 1箇所当り数量

G1 、 G3 、 G4 、 G5 、 G6A1橋台

沓座モルタル補修詳細図 S = A 1 - 1 : 1 0・ A 3 - 1 : 2 0

沓座モルタル打ち換え工

課
長

縮
尺

番
号

長 野 県 道 路 公 社

諏 訪 郡 下 諏 訪 町 焙 烙 橋

設 計 会 社

7

測 量 会 社

調 査 会 社

図 示

管 理 技 術 者

照 査 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

照
査

長 野 県

設
計

道 路 公 社

所
長

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事令 和 元 年 度

9
沓座モルタル補修

詳細図

実施図



Rc-Ⅰ塗装系(スプレー)

塗装工程

素地調整

防食下地

下塗

下塗

中塗

上塗

塗料名

1種

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

使用量(g/m2) 標準膜厚(μm) 塗装間隔

240

600

240

170

140

75

60

60

30

25

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

4時間以内

Rc-Ⅰ塗装系塗装面積総括表 (m2）

全塗装面積

取付ブラケット塗装面積

横桁塗装面積

主桁塗装面積

31.114

23.115

4.896

59.125

C2
50
×
90
×
9

至 上田

至 下諏訪

g

AS

AS

G6

H912×302×18×34

H5
96
×
19
9×

10
×
15

H5
96
×
19
9×

10
×
15

H5
96
×
19
9×

10
×
15

C2
50
×
90
×
9

1G

G

G

G

G

2

3

4

5

流水方向

流水方向

3605

30 30

橋長 15000

桁長 14940

250320 支間長 14370

3605 3540 3620

A

A

A1 A2

1542

G6桁塗装延長

1547

G5桁塗装延長

1553

G4桁塗装延長

G3桁塗装延長

1550

G1桁塗装延長

1519

1534

G2桁塗装延長

G1
-G
2

G2
-G
3

G3
-G
4

G4
-G
5

G5
-G
6

横
桁
塗
装
延
長

横
桁
塗
装
延
長

横
桁
塗
装
延
長

横
桁
塗
装
延
長

30
84

30
21

30
42

30
24

横
桁
塗
装
延
長

30
62

Rc
-Ⅰ

塗
装
系

Rc
-Ⅰ

塗
装
系

Rc
-Ⅰ

塗
装
系

Rc
-Ⅰ

塗
装
系

Rc
-Ⅰ

塗
装
系

Rc-Ⅰ塗装系

Rc-Ⅰ塗装系

Rc-Ⅰ塗装系

Rc-Ⅰ塗装系

Rc-Ⅰ塗装系

Rc-Ⅰ塗装系

No.11

ＦＭ至 上田

至 下諏訪

橋長 15000

30 30桁長 14940

250320 支間長 14370

7.80％

A1 A2

主桁

横桁
Rc-Ⅰ塗装系

Rc-Ⅰ塗装系

1G 2G 3G 4G 5G G6

ＣＬ

1.37％ 2.31％

28

80

9
12

4
6
0

9
05

70021102085210020852110700

11890

64954395

50010890500

11890

302 302 302 302 302 302

3
4

34

34
3
4

34
3
4

3
4

34

34
3
4

3
4

34

16
0

1
90

アスファルト舗装 t=16cm（旧AS5cm＋オーバーレイ11cm)

鉄筋コンクリート床版 t=19cm

主桁

Rc-Ⅰ塗装系

ＣＬ

1G 2G 3G 4G 5G 6G

1.37％ 2.31％

1
60

19
0

2
8

8
0

91
2

4
60

90
5

70021102085210020852110700

11890

64954395

50010890500

11890

200 200 200 200 200 200

34
3
4

3
4

34

3
4

34

34
3
4

3
4

3
4

34
3
4

59
61

5
15

5
66

アスファルト舗装 t=16cm（旧AS5cm＋オーバーレイ11cm)

鉄筋コンクリート床版 t=19cm

横桁

主桁

Rc-Ⅰ塗装系

Rc-Ⅰ塗装系

3084 3021 3042 3024 3062

G1-G2
横桁塗装延長 横桁塗装延長 横桁塗装延長 横桁塗装延長 横桁塗装延長

G2-G3 G3-G4 G4-G5 G5-G6

S=A1-1:100・A3-1:200側 面 図

鋼桁補修計画図

断面図(桁端部) S=A1-1:50・A3-1:100

断面図(一般部) S=A1-1:50・A3-1:100

平 面 図 S=A1-1:100・A3-1:200

1030

断 面 図
(A-A)

S=A1-1:100・A3-1:200

課
長

縮
尺

番
号

長 野 県 道 路 公 社

諏 訪 郡 下 諏 訪 町 焙 烙 橋

設 計 会 社

8

測 量 会 社

調 査 会 社

図 示

管 理 技 術 者

照 査 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

照
査

長 野 県

設
計

道 路 公 社

所
長

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事令 和 元 年 度

9 鋼桁 補修計画図

実施図



Rc-Ⅰ塗装系(スプレー)

塗装工程

素地調整

防食下地

下塗

下塗

中塗

上塗

塗料名

1種

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

使用量(g/m2) 標準膜厚(μm) 塗装間隔

240

600

240

170

140

75

60

60

30

25

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

4時間以内

Rc-Ⅰ塗装系塗装面積総括表 (m2）

全塗装面積

取付ブラケット塗装面積

横桁塗装面積

主桁塗装面積

31.114

23.115

4.896

59.125

C2
50
×
90
×
9

至 上田

至 下諏訪

g

AS

AS

G6

H912×302×18×34

H5
96
×
19
9×

10
×
15

H5
96
×
19
9×

10
×
15

H5
96
×
19
9×

10
×
15

C2
50
×
90
×
9

1G

G

G

G

G

2

3

4

5

流水方向

流水方向

3605

30 30

橋長 15000

桁長 14940

250320 支間長 14370

3605 3540 3620

A

A

A1 A2

1542

G6桁塗装延長

1547

G5桁塗装延長

1553

G4桁塗装延長

G3桁塗装延長

1550

G1桁塗装延長

1519

1534

G2桁塗装延長

G1
-G
2

G2
-G
3

G3
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G1-G2
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G2-G3 G3-G4 G4-G5 G5-G6

S=A1-1:100・A3-1:200側 面 図

鋼桁補修計画図

断面図(桁端部) S=A1-1:50・A3-1:100

断面図(一般部) S=A1-1:50・A3-1:100

平 面 図 S=A1-1:100・A3-1:200

1030

断 面 図
(A-A)

S=A1-1:100・A3-1:200
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長 野 県 道 路 公 社

諏 訪 郡 下 諏 訪 町 焙 烙 橋

設 計 会 社

8

測 量 会 社

調 査 会 社

図 示

管 理 技 術 者

照 査 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

照
査

長 野 県

設
計

道 路 公 社

所
長

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事令 和 元 年 度

9 鋼桁 補修計画図

実施図
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（竣工年次から推定）

橋 梁 名 焙烙橋

路 線 名

形 式

橋 長

桁 長

支 間 長

幅 員

平 面 線 形 道路線形：R=∞（直線）

斜 角

縦 断 勾 配

活 荷 重

雪 荷 重

添架物荷重

横 断 勾 配

設 計 荷 重

防護柵荷重

衝 撃 係 数 i=20/(50+L)

アスファルト舗装橋 面 舗 装

交 差 物 件

河 川 流 量 不明

竣工年月日

使 用 材 料

1.0kN/m2（想定）

1.0kN/m（添架なし）（想定）

上部工

下部工

重力式橋台

不明

上 部 工

下 部 工

基 礎 工

コンクリート

鋼 材

鉄 筋

コンクリート

鉄 筋 不明

不明

σck=21（210) N/mm2（kg/cm2)（想定)

適用示方書

設 計 条 件

Ⅰ等橋 TL-20（想定）

昭和50年

SM50Y（想定）

L=15.000m

L=14.940m

L=14.370m

W=0.500＋4.395＋6.495＋0.50=11.890m

θ=40°55′05″

I=7.80%

i=1.37～2.31％

0.6kN/m/2列（想定）

σck=21（210) N/mm2（kg/cm2)（想定)

沢（管理者不明）

道路橋示方書・同解説（昭和47年）

一般国道１４２号 新和田トンネル有料道路

鋼単純Ｈ桁橋（非合成と想定）

参考図
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平 面 図 S=A1-1:100・A3-1:200

(板張＋シート＋ブラスト用養生設備工)
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仮設図 (参考図)

上部工断面図 S=A1-1:100・A3-1:200側 面 図 S=A1-1:100・A3-1:200
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9 仮設図 (参考図)

実施図1500
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